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The effect of  experiencing Objective Structured Clinical Examination on 
intake interview at the practical training for consultation and assistance















The Hokkaido block of  the Japanese Association of  Schools of  Certified Social 
Worker （JASCSW） recommend each training school in Hokkaido to use CBT and 
OSCE before the practical training, aiming for keeping the quality level and 
standardization of  the consulting and assistance of  trainees. However, this attempt has 
been entrusted to each schools and haven’t been uniﬁed as a standard technique. In this 
study, I surveyed the interview techniques of  OSCE experienced and non-experienced 
interviewers, using an evaluation checklist at the time of  intake interviews. The average 
of  total points as well as points of  individual items shows that OSCE experienced 
interviewees are conﬁrmed to have high interview techniques and stabilities at the start 
of  the training. It suggests that OSCE experience has effect for the interviews.  Also, in 
items which are related to hearing of  the main complaint, though signiﬁcant difference 
between the OSCE experienced and non-experienced interviewees are observed, the 
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scores are comparatively low. This result reveals that more experience to master the 
technique of  hearing of  the main complaint is necessary for trainees, so that including it 
in the consultation assistance training program is recommended.
キーワード：OSCE（客観的臨床能力試験），相談援助実習，インテーク面接、技術評価
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91資 料 長濱 章雄　　　
実施されている段階にあるとして，全国組織の必要性
を述べている．併せて，全国組織の設立には，OSCE
やCBTの意義やあり方等に関する共通理解が必要で
あり，また資金や人員も必要となることから、福祉領
域での確立は将来的な課題になるのではないかと示
唆している．だが，現在の相談援助実習が臨床参加型
実習であることと，受け入れを行う施設・事業所はス
ペシフィックに偏らずジェネリック・ソーシャルワー
クの視点で指導をするべきであるため，実習指導の標
準化の為に、一定レベルの技術の習得につながる実
践につなげなければならない．基本的にはOSCEの
結果を踏まえたうえで，実習生の力と特性を見極め
ながら，その段階にふさわしい実習指導のためのプ
ログラム作成が求められる．また，OSCEに関しては
養成校での取り組みを統一することが北海道ブロッ
クの見解であるが，現状では足並みがそろってはい
ない．しかし，養成教育の目標として，実習前後の到
達目標，卒業時の到達目標が明確に検討されること
で質の高いソーシャルワーカー養成が実践できるこ
とは確かである．近藤，巻（2016）らによる実習指導者
を対象とした調査では，養成校から送られるOSCE
結果は，調査に回答した全ての実習指導者がなんら
かの形で確認していることが明らかにされている．
専門職であるソーシャルワーカーの知識や技術の
卒業時の到達点に一定レベルが担保され，かつ養成
校などの違いによらず標準化されていることが，ソ
ーシャルワーカーである社会福祉士が専門職として
活躍する条件であることを考えた場合，福祉関係に
おけるOSCE実践の統一した取り組みは喫緊の課題
であろうと感じる．しかし，今回の調査研究は，一施
設での実習プログラムに合わせた中での調査であり，
面接の技術の評価そのものに限界はある．また，養成
校におけるOSCE実施カリキュラムの違いなども考
慮しなければならない為，養成校におけるOSCEの
実態把握と，高齢・医療・児童・障害等，各分野におけ
る実習の取組みの中で総合的にOSCE体験の効果を
見ていく必要性として，本研究における限界と課題
を残している．
（注）
１）日本社会福祉士養成校協会は，2017年4月1日
より，日本社会福祉士教育学校連盟及び日本精神保
健福祉士養成校協会との3者で法人合併を行い，一般
社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟（ソ教
連）となっている．
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